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【
第
１
回
　
は
じ
め
に
】

　
関
和
知
と
い
う
人
物
を
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
？
ま
ず
何
と
読
む
の
か
わ
か
ら
な
い
、
と

い
う
方
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
答
え
は
「
せ
き
・
わ
ち
」
と
読
み
ま
す
。

　
関
和
知
（
１
８
７
０
〜
１
９
２
５
）
は
東

浪
見
村
綱
田
出
身
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
政

治
家
で
す
。
明
治
28
年
（
１
８
９
５
）
に

東
京
専
門
学
校
（
現
早
稲
田
大
学
）
を
卒

業
後
、
ア
メ
リ
カ
へ
留
学
し
、
明
治
40
年

（
１
９
０
７
）
に
帰
国
。
萬

よ
ろ
ず

朝ち
ょ
う

報ほ
う

社
へ
入
社

後
、
東
京
日
日
新
聞
社
（
現
毎
日
新
聞
社
）

の
編
集
長
と
な
り
ま
す
。

　
翌
年
衆
議
院
議
員
補
欠
選
挙
に
立
候
補
、

一
度
は
落
選
す
る
も
繰
り
上
げ
当
選
し
、
初

当
選
を
果
た
し
ま
す
。
以
後
17
年
間
に
わ
た

り
国
会
議
員
と
し
て
活
躍
し
ま
す
。

　
大
正
３
年
（
１
９
１
４
）
に
成
立
し
た
大お

お

隈く
ま

重し
げ

信の
ぶ

内
閣
で
は
司
法
省
副
参
政
官
に
、
大

正
13
年
（
１
９
２
４
）
に
成
立
し
た
加か

藤と
う

高た
か

明あ
き

内
閣
で
は
陸
軍
政
務
次
官
を
つ
と
め
ま

す
。「
次
は
入
閣（
大
臣
）か
」と
地
元
の
人
々

か
ら
期
待
さ
れ
ま
し
た
が
、
在
任
中
に
病
に

倒
れ
、
翌
年
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
優
秀
な
人
物
で
あ
っ
た
の
で

【
問
合
せ
】
教
育
課
　
☎
（
42
）
１
４
１
６

な
い
で
し
ょ
う
か
。
心
の
底
か
ら
嬉
し
く
思

い
ま
す
。

パ
リ
五
輪
の
サ
ー
フ
ィ
ン
競
技
は
、
フ
ラ

ン
ス
領
タ
ヒ
チ
の
、
チ
ョ
ー
プ
ー
と
い
う
有

名
な
海
岸
で
行
わ
れ
ま
す
。
チ
ョ
ー
プ
ー
の

波
は
、
モ
ン
ス
タ
ー
級
の
巨
大
な
チ
ュ
ー
ブ

が
特
徴
で
す
。
波
の
変
化
の
多
い
一
宮
町
の

各
ポ
イ
ン
ト
で
鍛
え
、
世
界
各
地
を
転
戦
す

る
中
で
さ
ら
に
磨
き
上
げ
た
技
を
繰
り
出
し

て
、
稲
葉
選
手
に
は
、
是
非
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
て
頂
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。
7
月
27
日
か

ら
8
月
8
日
ま
で
の
内
で
、
波
の
状
況
を
見

な
が
ら
4
日
分
の
試
合
が
組
ま
れ
る
そ
う
で

す
。
現
地
へ
出
か
け
て
応
援
さ
れ
る
方
も
、

一
宮
で
中
継
で
観
戦
す
る
方
も
、
一
緒
に
精

一
杯
の
声
援
を
送
り
ま
し
ょ
う
！

五
十
嵐
カ
ノ
ア
さ
ん
か
ら
私
が
伺
っ
た
と

こ
ろ
で
は
、
釣
ヶ
崎
の
海
岸
は
、
乗
り
た
く

な
る
波
が
い
つ
で
も
多
く
立
ち
、
練
習
で
も

試
合
で
も
、充
実
し
た
サ
ー
フ
ィ
ン
が
で
き
、

世
界
に
そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
ほ
と
ん
ど
な
い

の
で
す
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
こ
で
、

一
宮
町
に
は
、
世
界
レ
ベ
ル
の
優
れ
た
若
手

サ
ー
フ
ァ
ー
の
方
が
多
く
お
住
ま
い
と
伺
っ

て
い
ま
す
。
お
二
人
の
偉
大
な
先
輩
に
伍
し

て
、若
い
皆
さ
ま
に
も
、五
輪
を
目
指
し
て
、

全
力
で
挑
戦
し
て
頂
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

先
般
、一
宮
町
在
住
の
稲
葉
玲
王
選
手
が
、

２
０
２
４
年
パ
リ
五
輪
サ
ー
フ
ィ
ン
競
技
出

場
権
を
獲
得
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
！
一
宮
町
長
と
し
て
、
町
民
の
皆

さ
ま
と
一
緒
に
、
心
よ
り
お
祝
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。
大
会
で
の
輝
か
し
い
ご
活
躍
を
、

心
か
ら
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
！

稲
葉
選
手
は
、
こ
れ
ま
で
の
ご
活
躍
に
よ

り
、
す
で
に
日
本
サ
ー
フ
ィ
ン
連
盟
の
決
定

に
よ
り
、
五
輪
出
場
内
定
を
し
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
去
る
2
月
25
日
に
プ
エ
ル

ト
・
リ
コ
の
ア
レ
シ
ボ
と
い
う
と
こ
ろ
で
行

わ
れ
た
Ｉ
Ｓ
Ａ
（
国
際
サ
ー
フ
ィ
ン
連
盟
）

主
催
の
サ
ー
フ
ィ
ン
大
会
に
出
場
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
規
定
を
満
た
し
、
正
式
に
パ
リ

五
輪
出
場
権
を
獲
得
し
た
も
の
で
す
。

皆
さ
ま
ご
存
知
の
と
お
り
、稲
葉
選
手
は
、

２
０
２
１
年
に
行
わ
れ
た
東
京
２
０
２
０
五

輪
の
サ
ー
フ
ィ
ン
競
技
に
出
場
さ
れ
、
5
位

タ
イ
と
大
活
躍
さ
れ
た
大
原
洋
人
選
手
の
、

一
宮
小
・
中
学
校
で
の
同
級
生
で
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
大
原
選
手
も
稲
葉
選
手
も
、

一
宮
町
で
育
た
れ
た
方
で
す
。
人
口
1
万
2

千
人
の
一
宮
町
か
ら
、
複
数
の
選
手
が
世
界

最
高
峰
の
競
技
大
会
で
あ
る
五
輪
に
選
抜
さ

れ
る
、
と
い
う
の
は
、
本
当
に
素
晴
ら
し
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
奇
跡
的
な
こ
と
で
は No.93

一宮町長
馬淵 昌也

（
学
芸
員
　
江
澤
一
樹
）

す
が
、
残
念
な
が
ら
知
名
度
は
あ
ま
り
高
く

あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
町
の
「
郷
土
の
偉

人
」
と
し
て
後
世
に
語
り
継
ぐ
べ
き
人
物
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
来
年
２
０
２
５
年
は
和
知
の
没
後
１
０
０

年
の
年
で
す
。町
で
は
こ
の
節
目
に
あ
わ
せ
、

講
座
や
ミ
ニ
企
画
展
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
す
る
予
定
で
す
。

　
綱
田
が
生
ん
だ
郷
土
の
偉
人
・
関
和
知
。

今
回
か
ら
数
回
に
わ
た
り
関
和
知
と
、
出
身

地
の
綱
田
村
の
歴
史
を
み
て
い
き
ま
す
。

【
本
コ
ラ
ム
の
主
な
参
考
文
献
】

・
関
和
一
述
・
関
正
樹
編
『
関
和
知
物
語
』

（
私
家
版
、
２
０
０
０
年
）

・
河
崎
吉
紀
『
関
和
知
の
出
世
　

　
　
政
論
記
者
か
ら
メ
デ
ィ
ア
議
員
へ
』

（
創
元
社
、
２
０
２
４
年
）

ほ
か

一
宮
町
の
歴
史
特
集

―
関
和
知
没
後
１
０
０
年
―

綱
田
の
歴
史
と
関
和
知

▲関和知
（写真：綱田区提供）


